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CKD（慢性腎臓病：chronic kidney disease）は腎障害や腎機能の低下が持続する状態の

総称である。CKD が進行すると ESKD（末期腎不全：end stage kidney disease）に至り、

透析療法や腎移植術が必要となる 1。ESKDの原因疾患として、糖尿病が主な原因の糖尿

病性腎臓病が約 40%(2021 年)と１位を占め、また高血圧とそれによる動脈硬化を原因と

した腎硬化症の割合が増加している 2。このため、生活習慣病の早期診断・介入による腎

機能進行抑制が重要である。メタボ健診（特定健康診査）など、生活習慣病のスクリーニ

ング検査において腎機能を確認し、異常があった場合は医療機関受診へとつなげる必要が

ある。 

メタボリックシンドロームの構成要素のうち、高血圧・高血糖が CKD 発症の独立した危

険因子であることは知られているが 3,4 、肥満・脂質異常症・肥満症と CKD 発症との関連

については未だエビデンスに乏しい。また、メタボリックシンドローム及びその構成要素と

経時的な腎機能低下変化との関連を調べた研究は少ない。これらを検討することで、健診に

おける CKDハイリスク患者の早期発見・介入や、内科医・腎臓専門医への早期の紹介に結

び付く可能性があるだろう。 
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